
都城市立図書館　☎22-0239
高城図書館　　　☎58-4224

◎問い合わせ

「
島し

ま
づ津

元も
と
ま
る丸

殿ど
の

差さ
し

越こ

さ
れ
候

そ
う
ろ
うに

付つ
き

布ふ
こ
く告

」

都城市立図書館　●休館日／１月20日・27日、２月３日・６日・10日・11日　　●開館時間／９：30～18：50
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ※水曜日は20：00まで開館
高城図書館　　　●休館日／１月19日・21日・28日、２月４日・11日・12日 　●開館時間／９：30～18：00

子
ど
も
の
た
め
の
夜
間
映
写
会

（
ナ
イ
ト
シ
ア
タ
ー
）

●
１
月
18
日
㈯　

19
時
30
分
〜

※ 

夜
間
の
た
め
、
保
護
者
が
必

ず
同
伴
し
て
く
だ
さ
い

お
は
な
し
ト
ン
ト
ン

読
み
聞
か
せ
会

●
１
月
25
日
㈯　

11
時
〜

お
は
な
し
の
部
屋
〝
そ
ら
ま
め
〞

（
未
就
学
児
の
親
子
）

●
１
月
23
日
㈭　

11
時
〜

本
と
お
は
な
し
の
会

●
２
月
８
日
㈯　

14
時
30
分
〜

内
容　

 

も
も
た
ろ
う

　
　
　
（
日
本
の
民
話
）

都
城
市
立
図
書
館

読
み
聞
か
せ
の
部
屋

高
城
図
書
館

読売新聞運動部（著）中央公論新社（出版）

90年以上の歴史を誇り、感動のドラマ
を数多く生み出してきた箱根駅伝。
ランナーの逸話や数々のエピソードなど
とともに、その歴史を振り返るファン必
読の書。

漆原智良（編著）新藤かおる（画）
国土社（出版）
いじめや命の尊さなどをテーマに、悩
み事や事件、事故などを分かりやすく
童話化。子どもたちの問題を解決す
るためのアドバイスもあります。

上中別府チエ（著）主婦の友社（出版）

定時制高校へ通い、野球部に所属す
る日本一アクティブな「女子高生おば
あちゃん」。定時制高校のヤンチャな生
徒たちや、熱血教師と過ごす心温まる
青春物語。

キャロル・ボストン・ウェザーフォード（作）
エリック・ベラスケス（絵）渋谷弘子（訳）汐文社（発行）

不屈の闘志と強い意志で、一流の探
検家になったマシュー・ヘンソン。北極
点到達の快挙を成し遂げるまでの感
動の物語。

「箱根駅伝」

「ぼくたちの勇気」

「83歳の女子高生球児」

「北極点をめざした黒人探検家
　マシュー ・ ヘンソン」

こ

お
知
ら
せ

市
立
図
書
館
で
は
、
土
・
日

曜
日
に
限
り
住
民
票
や
印
鑑

証
明
書
を
発
行
し
て
い
ま
す

※ 

戦
国
時
代
の
軍
師
・
黒
田
官

兵
衛
に
関
す
る
本
を
集
め
た

特
設
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て

い
ま
す

　

明
治
２
年
（
１
８
６
９
）
の
版は

ん
せ
き籍
奉ほ

う
か
ん還
に
伴
い
、

私
領
を
返
上
し
た
都
城
島
津
家
領
主
島
津
久ひ

さ
ひ
ろ寛

（
幼
名　

元
丸
）
は
、
都
城
を
離
れ
鹿
児
島
に
居

を
置
き
ま
し
た
。
代
わ
っ
て
、
鹿
児
島
藩
士
三み

し
ま島

通み
ち
つ
ね庸
が
地
頭
と
し
て
都
城
に
赴
き
ま
す
が
、
都
城

の
人
々
は
、通
庸
宅
の
門も

ん

標ぴ
ょ
うを

斬
り
つ
け
る
な
ど
、

激
し
い
抵
抗
を
み
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
旧
家
臣
か

ら
久
寛
の
地
頭
就
任
を
要
望
す
る
嘆
願
書
も
出
さ

れ
た
こ
と
か
ら
も
、
当
時
の
人
々
の
思
い
を
う
か

が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

都
城
を
離
れ
た
久
寛
は
、「
都
城
島
津
家
日
誌

巻
１
」
の
明
治
５
年
（
１
８
７
２
）
４
月
９
日
の

条
に
記
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
そ
の
後
、
都
城
を

再
び
訪
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
、
都
城
県
の
役

人
は
、
都
城
島
津
家
へ
の
恩
義
を
忘
れ
て
い
な

い
こ
と
に
加
え
て
、
都
城
の

人
々
に
対
し
、
久
寛
が
都
城

に
来
る
と
き
に
は
通
り
を
掃

除
す
る
な
ど
気
を
配
り
、
出

迎
え
る
と
き
に
は
旧
来
の
よ

う
に
会
釈
す
る
こ
と
な
ど
、

丁
寧
な
対
応
を
求
め
た
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

一般 一般

児
童

児
童

１月18日～２月15日
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愛の階段
王新（オウシン）さん（中国） 　Vol.３

広報Vol.97

　実際にあったラブストーリーを紹介しま
す。都城市の友好交流都市の重慶市江津区
には、中山（ゾォンシャン）という古い町
があります。1950 年代、中山に住んでい
た劉（リュウ）さん（男・20 歳）と徐（シュ）
さんは恋に落ちました。しかし、除さんは
10 歳年上で、しかも未亡人であったこと
から世間の目は厳しく、結婚は認められな
い時代でした。
　しかし、劉さんは結婚することを決意。
人が住んでいない山奥に住むことにしまし
た。そこには道が無く、徐さんが時々転ん
だり、けがをしたりしたことに劉さんは心
を痛め、自分の手で道を造ることにしまし
た。一生を懸けて努力した結果、6,000 段
にも及ぶ石階段の道が出来上がりました。
　2007 年に劉さん、2012 年に徐さんが逝
去。半世紀にもわたるラブストーリーは終
幕を迎えました。今でも、そのラブストー
リーを永遠に物語る 6,000
段の石階段は残り、「愛の
階段」と呼ばれ、有名な観
光地となっています。
◎問い合わせ
　生活文化課・国際化担当
　☎23-2295

このコーナーでは、寄せられた「わたしの一言」の中から一部を紹介します。
また、皆さんから寄せられたご意見につきましては、今後の広報紙作成に生かしていきます。

▼

点
線
に
沿
って
お
切
り
く
だ
さ
い（
郵
製
は
が
き
で
も
可
）

今月号を読んでのわたしの一言

① 地域の頼れる存在。新しい〇〇委員・児童
委員が決まりました。

②世代を超えた〇が地域を守る！
　あなたも消防団活動に参加してみませんか

③平成26年がスタート。
　あなたの今年の目標は？（自由回答）

●
私
に
は
１
歳
の
子
ど
も
が
い
ま
す
。
思
い
通
り
に
な
ら

な
い
と
泣
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
と
き

は
、
一
度
、
深
呼
吸
を
し
て
接
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
愛
情
と
ゆ
と
り
を
持
っ
て
子
育
て

し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。（

志
比
田
町　

Ｉ
・
Ｓ
さ
ん
）

●
晴
れ
た
日
に
気
持
ち
よ
く
洗
濯
物
を
干
し
て
い
る
と
、

ど
こ
か
ら
と
も
な
く
煙
と
臭
い
が
…
。
ま
さ
か
「
自
分

だ
け
な
ら
」
と
思
っ
て
い
る
人
、
い
な
い
で
す
よ
ね
。

（
高
木
町　

ぴ
い
す
け
く
ん
）

●
懐
か
し
い
年
見
川
遺
跡
の
記
事
。
当
時
５
年
生
だ
っ
た

私
は
、
先
生
の
引
率
で
見
学
に
行
き
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
が
き
っ
か
け
で
、
歴
史
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

（
早
水
町　

Ａ
・
Ｙ
さ
ん
）

●
人
の
風
景
で
紹
介
さ
れ
た
遠
武
弘
蔵
さ
ん
。
菓
子
づ
く

り
に
取
り
組
む
真し
ん
し摯

な
姿
勢
と
情
熱
を
、
と
て
も
素
晴

ら
し
く
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
お
も
て
な
し
の

心
を
大
切
に
お
菓
子
作
り
に
励
ん
で
ほ
し
い
で
す
。

（
三
股
町　

バ
タ
ー
ト
ー
ス
ト
さ
ん
）

●
お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー
は
楽
し
み
の
一
つ
。
現
在
、
初
心

者
向
け
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
に
楽
し
く
通
っ
て
い
ま
す
。

次
回
は
、
正
月
の
寄
せ
植
え
教
室
に
申
し
込
ん
で
み
よ

う
と
思
い
ま
す
。

（
高
木
町　

は
な
子
大
好
き
さ
ん
）
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フリガナ

氏　名

ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合は、イニシャルで表示させていただきます

住　所

P O S T  C A R D

お手数ですが
50円切手を
お貼りください

都城市役所秘書広報課行
（広報都城 Vol.97 2014年１月号）

今月の読者プレゼント
施 設 案 内

◎応募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、電話
番号と、わたしの一言や１月号を読んだ感想を書いて
〒885-8555　秘書広報課まで。正解者の中から抽選で
１人にプレゼントを差し上げます。

※応募者の個人情報は、広報クイズの応募の受け付け、当選
者への商品の発送以外には利用しません

◎応募締め切り　 １月31日㈮　当日消印有効
◎発表　本紙３月号
※このコーナーでは広報プレゼントの寄付事業者を募集してい
ます。詳しくは秘書広報課まで問い合わせください
◎11月号クイズの結果【応募総数43通】

　★正解／①みどり　②ロック　③スクール
◎11月号当選者　鮫島　開三さん（高城町大井手）

【地場産品詰め合わせ 4,000円相当】
商品提供事業者
高崎町農産加工センター
（高崎町大牟田）
☎62ｰ5016
地元の母ちゃん手作り
の北斗みそや、加工品
の数々。いずれの商品
も好評です。ぜひ、ご
賞味ください。

◆美術館（姫城町） ☎25-1447
開館時間　９:00～17:00（入館は16:30まで）
入館料　無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◎常設展「美意識過剰」　３月２日㈰まで

◆都城歴史資料館（都島町） ☎25-8011
開館時間　９:30～17:00（入館は16:30まで）
入館料　一般210円 高校生150円 小・中学生100円
※毎週土曜日は、小・中学生は無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◎企画展
　「きて みて さわって ！　ちょっとなつかしい道具たち」
　１月21日㈫～４月13日㈰

◆都城島津邸（早鈴町） ☎23-2116
開館時間　９:00～17:00（入館は16:30まで）
観覧料　「本宅」小学生以上100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◎企画展「藩から県へ  近代都城の出発」　
　２月16日㈰まで

◆人形の館（山之口町） ☎57-5295
開館時間　９:30～17:00（入館は16:30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

◆山之口弥五郎どんの館（山之口町） ☎57-3713
開館時間　９:00～17:00
入館料　無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

◆高城郷土資料館（高城町） ☎58-5963
開館時間　９:30～17:00（入館は16:30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

◆旧後藤家商家交流資料館（高城町） ☎58-6900
開館時間　10:00～16:00
入館料　大人200円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

◆たちばな天文台（高崎町） ☎62-4936
開館時間　10:00～15:00
        ㊎、㊏、㊗の前日は19:00 ～ 22:00も開館
入館料　中学生以上300円　小学生100円
休館日　毎週木曜日（木曜日が祝日の時はその前日）
◎本星と月の撮影会　２月11日㈫　20：00～22：00
※カメラ持参、携帯電話でも可
◎木星の観望会　毎週金・土曜日　20：00～22：00

▲

点
線
に
沿
って
お
切
り
く
だ
さ
い（
郵
製
は
が
き
で
も
可
）

※１月21日～２月15日の日程



スマートフォンか
らも市政情報がご
覧になれます

平成25年12月1日現在 前月比 前年比
世帯数 70,861 世帯 （     8） （   351）
人口総数 167,339 人 （ ｰ 13） （ ｰ 706）
男 78,345 人 （ ｰ 7 ） （ ｰ 415）

女 88,994 人 （ ｰ 6 ） （ ｰ 291）
※平成22年国勢調査確定値基づく推計人口です

都城市現住人口都城市現住人口

４尺５寸の丸棒を手に持ち、打ち合わせたり、地面を突
いたりして、激しく踊る下水流棒踊。12 月１日に総合
文化ホールで開催された都城民俗芸能祭で、志和池小の
子どもたちが披露しました。このイベントでは、地域で
連綿と受け継がれてきた伝
統芸能「山之口麓文弥節人
形浄瑠璃」「高坂棒踊り（高
崎町大牟田）」「藤

つ

田
だ

先踊
（安久町）」なども披露され、
会場からは、大きな拍手が
送られていました。

迫力ある棒の舞「下
しもづるぼうおどり

水流棒踊」

インフォメーション

今月の表紙

●日時　２月12日㈬
　　　　開演19:00（開場18:30）
●料金　全席指定　一般2,000円　高校生以下1,000円
※ 宝くじの助成による特別料金。未就学児の入場不可

春風亭昇太、柳家花緑、林家
たい平らによる豪華寄席。
大笑いして暖かい春を迎えましょ
う。よいお席はお早めに！

◎問い合わせ　都城市総合文化ホール　☎23-7140

宝くじ文化公演

●日時　２月11日㈫ 14時開演
●出演　旭堂南左衛門　旭堂南青　旭堂南舟
●料金　前売　一般2,000円　大学生以下1,500円
　　　　  　　　ペアチケット3,000円　

時は関ヶ原の戦いの直前、都城で起こっ
た「庄内の乱」を題材に、まるで「見
てきたかのように」講談師が語ります。

◎問い合わせ　ウエルネス交流プラザ　☎26-7770

【講釈会】

　都城・伊集院の興亡

昇太・花緑・たい平 三人会

テレビ番組

ラジオ番組
■MRTラジオ（AM放送936kHz）
「みやこのじょうドキドキナビ」
毎週：月～金曜日（祝日除く）15：30～15：45

■シティエフエム都城（FM放送76.4MHz）
「インフォメーションM」　毎週：月～金曜日
9：49～9：54、15：54～15：59（再）

■BTVケーブルテレビ
　（デジタル111ch）
※毎回10分間放送
「みやこんじょジャーナル」
　① 6：50～　②11：50～　③17：50～
　④20：50～　⑤22：50～

市の提供番組紹介

昨 年は、８月２日に公式フェイスブックを開
設して以降、より細かにまちの話題を提

供しようと、広報担当者みんなでさまざまなイ
ベントや場所に出向きました。その中でも特に
印象に残っているのは、御池の近くにある小池
の取材。うっそうとした林の中を抜け、落ち葉
が積もり滑りやすくなった崖沿いの小道を一人
で進むとようやく目の前に小池が。ほっとした
のもつかの間、蜂に追われ、汗をぬぐいながら
駆け足で帰るという、ちょっとした冒険になり
ました。（知）

◆編集後記

駆
ま

イベントカレンダー
（1月21日～2月15日）

※【　】内は場所、問は問い合わせ先

都城市エリア

２
月

 1 日㈯　12:00～17：00
ワールドフェスタ in みやこのじょう
【ウエルネス交流プラザ】
問　都城国際交流協会　☎23-2295

 2 日㈰　10:00
ぼんち対抗うた合戦【総合文化ホール】
問　生涯学習課　☎23-9545

 ９ 日㈰　9:00～12：00
ぼんち市【東中町通り歩行者天国】
問　都城商工会議所　☎23-0001

 1 日㈯～ ８ 日㈯　栃木SCキャンプ
12日㈬～19日㈬　FC東京キャンプ
【高城運動公園多目的広場】
問　商業観光課　☎23-2615

環霧島エリア

１
月

19日㈰　８：30～11：30
軽トラ市（たかはるよりどり交流市）【高原町商店街】
問　同運営協議会　☎0984-42-1839

２
月

 １ 日㈯・２日㈰　９：00～
京町二日市　【京町温泉駅前通り】
問　えびの市商工会　☎0984-35-1544

えびの市

高原町

高坂棒踊り
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